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二に
か
い
ど
う

階
堂　

利り

え枝

　�

Ｑ　

２
０
２
６
年
か
ら
実

施
さ
れ
る
生
活
道
路
の
法
定
速
度
見

直
し
に
つ
い
て
、
今
後
の
対
応
方
針
は
。

Ａ　
道
路
交
通
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
８
年
９
月

１
日
か
ら
生
活
道
路
の
法
令
速
度
が
、
時
速
６０
㎞
か
ら
３０
㎞

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
市

政
だ
よ
り
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
、
市
民
へ
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
生
活
道
路
は
、

市
民
の
日
常
生
活
と
密
接
に
関
わ
り
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

住
民
と
情
報
を
共
有
し
、
警
察
や
関
係

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
安

全
対
策
に
努
め
る
。

三み
う
ら浦　

由ゆ

み

こ
美
子

　�

Ｑ　

困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
の
来
年
度
か
ら
の

本
格
的
な
実
施
に
向
け
た
基
本
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
体
制

で
審
議
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　
令
和
８
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
４

期
男
女
共
同
参
画
ふ
く
し
ま
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

当
プ
ラ
ン
の
中
で
、
昨
年
４
月
施
行
の
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
で
定
め
る
基
本
計
画
も
盛

り
込
ん
で
い
く
。
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
庁
内
組
織
で

の
議
論
に
加
え
、
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
中
で
、
困
難

な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
対
す
る
専
門
家
か
ら
の

意
見
を
聴
取
す
る
な
ど
議
論
を
深
め
、
今
年
度
中
の
策
定
に

向
け
進
め
て
い
く
。

菅す
が
わ
ら原　

美み

ち

こ
智
子

　�

Ｑ　

福
島
だ
る
ま
が
県
の

伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

貴
重
性
に
つ
い
て
市
の
認
識
、
把
握
は
。

Ａ　
江
戸
時
代
後
期
に
福
島
藩
士
の
内
職
と
し
て
作
ら
れ
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
１
５
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
平

成
９
年
に
県
伝
統
的
工
芸
品
に
認
定
さ
れ
た
。
に
ら
み
つ
け

悪
魔
を
退
治
し
福
を
呼
ぶ
縁
起
物
と
し
て
、
最
初
か
ら
目
が

入
っ
て
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
で
、
細
身
で
あ
る
な
ど
独
自

性
が
あ
る
。
市
民
生
活
に
密
着
し
た
優
れ
た
工
芸
品
と
認
識

し
て
い
る
が
、
村
田
だ
る
ま
と
も
呼
ば
れ
制
作
者
は
一
人
と

な
っ
た
。
希
少
性
の
割
に
対
外
的
な
知
名
度
は
高
い
と
は
い

え
ず
、
販
路
も
限
定
的
で
あ
る
。
今
後
、
技
術
継
承
を
図
り

な
が
ら
、
知
名
度
を
高
め
る
発
信
と
販
売
促
進
を
強
化
し
、

ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

佐さ
と
う藤　

勢せ
い

　�

Ｑ　

福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

Ｆ
Ｃ
が
市
内
に
新
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建

設
す
る
場
合
の
市
の
支
援
は
。

Ａ　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て
は
、
風
格
あ
る

県
都
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定
の
際
、
中
長
期
的
な

課
題
に
位
置
付
け
る
一
方
、
民
間
が
整
備
す
る
場
合
、
で
き

る
限
り
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
し
て
き
た
。
現
在
、
建

設
計
画
検
討
中
の
段
階
だ
が
、
市
は
現
段
階
か
ら
一
定
の
関

わ
り
を
持
っ
て
計
画
づ
く
り
に
助
言
、
協
力
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
市
の
有
す
る
様
々
な
機
能
を
活
用
し
、
計
画
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
い
く
。
ま
た
、
本
年
度
立
ち
上
げ
た
ふ
る
さ
と

納
税
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
補
助
制
度
な
ど
も
含
め
、
建
設

計
画
の
内
容
に
応
じ
、
で
き
る
限
り
の
支
援
、
協
力
を
検
討

し
て
い
く
。

尾お
が
た形　

武た
け
し

　�

Ｑ　

基
幹
産
業
と
し
て
農

業
を
位
置
づ
け
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
を
達

成
す
る
為
の
さ
ら
な
る
支
援
策
は
。

Ａ　
農
業
経
営
体
制
の
確
保
で
は
、
新
規
就
農
者
の
確
保
、

育
成
、
人
手
不
足
解
消
に
は
、
農
業
経
営
の
法
人
化
や
外
国

人
の
就
農
、
カ
ジ
ュ
ワ
ー
ク
プ
ラ
ス
の
促
進
と
と
も
に
農
作

業
の
省
力
化
を
図
る
。
地
域
の
主
体
的
な
取
り
組
み
に
は
、

農
林
業
振
興
基
金
を
活
用
し
、
経
営
を
後
押
し
す
る
。
気
候

変
動
へ
の
対
応
で
は
、
品
種
改
良
や
技
術
開
発
を
県
へ
要
望

し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
や
循
環
型
農
業
へ
の
転
換
を
促
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
の
利
便
性
向
上
や
省
力
化
を
推
進
す
る
。
販
路
拡

大
で
は
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、
付
加

価
値
を
高
め
る
。
６
次
化
商
品
の
開
発
を
支
援
し
、
地
域
農

産
物
の
さ
ら
な
る
活
用
を
図
り
、
輸
出
を
後
押
し
す
る
。

渡わ
た
な
べ辺　

敏と
し
ひ
こ彦

　�

Ｑ　

鳥
獣
保
護
管
理
法

改
正
に
伴
う
市
の
対
応
は
。

Ａ　
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
７
年
９
月
か
ら
ク
マ
な
ど
の

危
険
鳥
獣
が
、
人
の
生
活
圏
に
出
没
し
た
際
、
市
町
村
の
判

断
で
緊
急
銃
猟
が
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
県
に
お
け
る
研
修
な
ど
を
踏
ま
え
、
住
民
の
安
全

確
保
の
た
め
の
通
行
制
限
や
避
難
指
示
、
緊
急
銃
猟
に
係
る

条
件
、
発
砲
に
よ
る
物
損
な
ど
へ
の
補

償
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
進
め
、
適
切
に
緊
急
銃

猟
が
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
く
。

 

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容
　
掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継
　
　
各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

　�

Ｑ　

松
川
町
水
原
笹
平
に

建
設
計
画
の
あ
る
産
業
廃
棄
物
処
分

場
の
市
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
要
綱

第
１０
条
関
係
、
地
元
住
民
等
と
の
調
整

状
況
調
書
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
提
出

書
類
が
事
実
と
違
う
記
載
は
論
外
で

あ
り
、
そ
の
事
実
が
発
覚
し
た
場
合
、

事
前
審
査
の
対
象
に
は
該
当
し
な
い

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

Ａ　
事
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
事
録
が
、
同
意
書
に
類
す

る
書
類
に
該
当
す
る
か
、
事
業
者
、
水
路
管
理
者
双
方
に
確

認
し
、
適
切
に
判
断
す
る
。
な
お
、
虚
偽
の
記
載
な
ど
が
あ

れ
ば
、
厳
正
に
対
処
し
て
い
く
。

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

　�

Ｑ　

福
島
駅
前
の
受
動
喫

煙
防
止
重
点
区
域
内
に
喫
煙
所
設
置

は
行
う
べ
き
で
な
い
が
、
市
の
見
解
は
。

Ａ　
区
域
内
の
２
カ
所
の
指
定
喫
煙
所
は
、
望
ま
な
い
受
動

喫
煙
が
生
じ
な
い
よ
う
、
必
要
最
小
限
の
も
の
と
し
て
駅
東

西
に
１
カ
所
ず
つ
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
と
し
て
喫
煙

を
推
奨
す
る
も
の
で
は
な
い
。
様
々

な
取
り
組
み
に
よ
り
、
喫
煙
を
さ
れ

る
方
が
禁
煙
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ま

た
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
が
生
じ
な

い
よ
う
努
め
て
い
く
。

石い
し
や
ま山　

波な
み
え恵

　�

Ｑ　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、小
学
六
年
生
か
ら
高
校
一

年
生
ま
で
の
定
期
接
種
対
象
者
へ
の
勧

奨
の
取
組
は
、保
護
者
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、そ
の
対
策
は
。

Ａ　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
リ
ス
ク
、
必
要
性
な
ど
を
正
し
く

理
解
し
、
接
種
の
検
討
、
判
断
が
で
き
る
よ
う
、
個
別
通
知

な
ど
様
々
な
周
知
や
広
報
を
行
っ
て
い
る
。
接
種
に
あ
た
り
、

本
人
だ
け
で
な
く
保
護
者
の
理
解
を
促
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
本
年
度
よ
り
通
知
内
容
を
見
直
し
、
保
護
者
向
け

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
追
加
し
、
新
た
に
朝
夕
の
ラ
ジ
オ
広
報
を
実

施
す
る
な
ど
、
保
護
者
に
よ
り
伝
わ
る
方
法
を
工
夫
し
て
い

る
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
接
種
い
た
だ
け
る
よ
う
、

専
門
家
と
も
連
携
し
て
各
種
取
組
を
進
め
て
い
く
。

丹た
ん
じ治　

誠ま
こ
と

　�

Ｑ　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ

役
に
な
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
へ
の
見
解
は
。

Ａ　
学
校
や
関
係
機
関
、
団
体
等
と
連
携
し
、
相
談
や
支
援

に
あ
た
る
ほ
か
、
適
切
な
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
を
行
う
な
ど
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
行
う
予
定
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

遠え
ん
ど
う藤　

幸こ
う
い
ち一

　�

Ｑ　

令
和
４
年
２
月
の
福

島
駅
東
口
北
自
転
車
駐
車
場
閉
鎖
に

伴
う
代
替
駐
車
場
と
し
て
暫
定
設
置

さ
れ
、
３
年
が
経
過
し
た
、
さ
ん
か
く

広
場
南
お
よ
び
曽
根
田
駅
南
自
転
車

駐
車
場
の
今
後
の
取
扱
は
。

Ａ　
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地

の
ま
ち
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
新
た
な
自
転
車
駐

車
場
の
整
備
に
つ
い
て
、
場
所
や
規
模
等
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。
新
た
な
自
転
車
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、

さ
ん
か
く
広
場
及
び
曽
根
田
駅
南
自
転
車
駐

車
場
が
不
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
所

有
者
と
の
契
約
を
終
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

高た
か
ぎ木　

直な
お
と人

　�

Ｑ　

福
島
駅
前
東
口
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
た
現
時
点

で
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
の
市
議
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
市

民
か
ら
の
意
見
も
反
映
し
、
雁
行
型
ホ
ー
ル
や
屋
上
広
場
と

大
屋
根
広
場
が
つ
な
が
る
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、

コ
ス
ト
縮
減
を
意
識
し
て
詳
細
に
検
討
し
な
が
ら
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
助
言
を
得
て
構
造
、
設
備
、
内
外
装
等
の
デ
ザ
イ

ン
を
詰
め
、
建
物
の
主
要
な
部
分
の
設
計
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。
基
本
設
計
の
完
了
後
、
実
施
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、

都
市
計
画
の
変
更
、
事
業
計
画
の
変
更
、
建
築
確
認
な
ど
の

手
続
き
を
順
次
進
め
、
令
和
11
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
見
据

え
て
引
き
続
き
再
開
発
組
合
と
事
業
を
進
め
て
い
く
。
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斎さ
い
と
う藤　

正ま
さ
お
み臣

　�

Ｑ　

中
央
地
区
の
小
学
校

の
再
編
に
つ
い
て
福
島
第
一
、
第
四
、

清
明
小
学
校
を
一
つ
に
統
廃
合
す
る
こ

と
へ
の
見
解
は
。

Ａ　
適
正
規
模
、
適
正
配
置
に
係
る
第
一
次
実
施
計
画
に
お

い
て
、
日
常
的
な
切
磋
琢
磨
を
通
し
て
社
会
性
を
育
み
、
個

性
の
伸
長
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
小
学
校
の
適
正
規
模
と
し

て
、
全
学
年
に
お
い
て
ク
ラ
ス
替
え
が
可
能
と
な
る
各
学
年

２
学
級
以
上
、
全
校
で
1２
学
級
か
ら
1８
学
級
を
基
準
と
し
て

い
る
。
３
校
の
今
年
度
の
新
入
生
は
合
計
４９
名
で
あ
り
、
こ

の
基
準
に
合
致
し
て
い
る
。
３
校
の
具
体
的
な
再
編
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
の
地
域
説
明
会
で
の
意
見
等
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
再
編
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

佐さ

さ

き
々
木　

優ゆ
う

　�

Ｑ　

各
小
学
校
に
配
付
さ

れ
る
、
ま
る
わ
か
り
日
本
の
防
衛
は
じ

め
て
の
防
衛
白
書
は
、
近
隣
諸
国
を
危

険
視
す
る
情
報
の
み
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
一
方
的
な
情
報
提
供
を
小
学
生
に

行
う
こ
と
は
、
憲
法
の
理
念
か
ら
逸
脱

し
て
い
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

Ａ　
学
習
指
導
要
領
解
説
に
は
、
自
衛
隊
が
我
が
国
の
平
和

と
安
全
を
守
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
る
よ
う
に
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
本
冊
子
は
、
そ
の
範
疇
を
超
え
た
内
容
が
含
ま

れ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
各
校
に
１
冊
ず
つ
配
付
さ
れ
、

全
員
配
付
で
は
な
く
授
業
等
で
直
接
扱
う
こ
と
は
想
定
し
て

い
な
い
。
各
校
へ
慎
重
な
取
り
扱
い
を
指
示
し
て
い
る
。

沢さ
わ
い井　

和か
ず
ひ
ろ宏

　�

Ｑ　

発
達
障
が
い
等
と
診

断
さ
れ
た
特
別
な
教
育
的
支
援
が
必

要
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
の
あ
り

方
は
。

Ａ　
就
学
前
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
特
性
に
あ
っ

た
適
切
な
対
応
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
見
通
し
を
も
っ
た
就

学
準
備
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
、
小
学
校
入
学
後

は
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
作
成
し
、
個
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
、
指
導
す
る

教
員
が
学
校
を
回
る
巡
回
型
通
級
指
導
を
本
格
実
施
し
、
子

ど
も
が
自
校
で
学
ぶ
時
間
の
確
保
や
保
護
者
の
送
迎
の
負
担

軽
減
等
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
特

別
支
援
教
育
、
保
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

令和６年度政務活動費の収支実績をお知らせします

政務活動費の収支報告書、領収書などは、市役所１階の市民情報室や
市議会ホームページでご覧いただけます。

詳しい内容はこちらから▶ご覧ください。

<福島市議会　令和６年度（令和６年４月～令和７年３月分）政務活動費収支実績>� 単位：円

会派名 真政会
※令和６年８月までは11人 真結の会 ふくしま市民21 公明党

福島市議団
日本共産党福島
市議会議員団

社会民主党・
市民連合 政新会 一心会

※令和６年9月～ 全体合計
議員数 10人 9人 6人 4人 3人 1人 1人 1人 35人

収入内訳 交 付 額 12,500,000 10,800,000 7,200,000 4,800,000 3,600,000 1,200,000 1,200,000 700,000 42,000,000
利 　 子 1,413 1,658 862 721 481 325 385 210 6,055

収入合計 12,501,413 10,801,658 7,200,862 4,800,721 3,600,481 1,200,325 1,200,385 700,210 42,006,055

支出内訳

研 修 費 81,880 0 54,880 6,960 6,880 6,300 0 0 156,900
活 動 旅 費 3,909,600 3,066,030 1,720,530 495,560 0 94,880 0 9,360 9,295,960
広 報 費 4,593,660 4,930,761 2,924,207 3,292,151 2,472,728 0 0 0 18,213,507
広 聴 費 10,200 0 0 0 0 0 0 0 10,200
資料購入費 60,940 9,972 113,276 60,940 192,148 39,380 0 0 476,656
事 務 費 1,912,524 911,930 1,197,528 532,486 750,944 490,878 243,078 1,925 6,041,293

支出合計 10,568,804 8,918,693 6,010,421 4,388,097 3,422,700 631,438 243,078 11,285 34,194,516
収支差引額（市への返還金） 1,932,609 1,882,965 1,190,441 412,624 177,781 568,887 957,307 688,925 7,811,539

※調査研究費、要請・陳情活動費、会議費、資料作成費については、各会派とも支出がありませんでした。
※真政会…令和６年８月までは11人、９月より10人

福島市議会の個人情報の保護に
関する条例の施行状況について
　福島市議会では、議会における個人情報保護制
度の適正運用を図るため、「福島市議会の個人情
報の保護に関する条例」（令和５年４月１日施行）を
制定しております。条例の規定に基づき、令和６
年度の福島市議会の個人情報の保護に関する条例
の施行状況について下記のとおり公表いたします。
（令和６年度実績）
・個人情報ファイル簿掲載の「個人情報ファイル」：
　保有実績なし
・「開示請求」「訂正請求」「利用停止請求」
　「審査請求」：実績なし
※ 福島市議会の個人情報の保護につ

いては、市議会ホームページでご
覧いただけます。

詳しい内容は
こちらから
▼


